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1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう《

1 ．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

(戦後50年）
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事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
平
成
六
年
に
地
元
の

み
な
さ
ん
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
つ
く
っ
た
整
備
計
画
書

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
具
体
的
な
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

初
め
に
国
道
六
号
の
交
差
部

分
か
ら
工
事
に
取
り
か
か
り
、

引
き
続
き
新
磯
馴
橋
に
向

か
っ
て
整
備
し
て
い
く
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
工
事

が
終
わ
る
の
は
、
平
成
八
年

度
と
な
る
予
定
で
す
。

|I1各 |各ゾーンの整備内容 一
二
晒
膵
鰐
鐸
垂
乢
華
す

①木もれ日のゾーン

導入部に位置するこのゾーンでは、入口

部分に市の木となっている松の高木を櫃
けいせき

え、景石を配して日本庭園風な空間づく

りを行います。

②紅葉の谷ゾーン

このゾーンでは、北側の住宅地からの導

入路が確保されていることから、回遊性

が図られる道づくりを行います。具体的

には、敷地の高低差を利用し、紅葉木を

点在させ、景石や石組み、中低木の植栽

などを行います。

③里のゾーン

紅葉の谷ゾーンと同じく導入路が確保さ

れ、整備区間の中央に位置するこのゾー

ンでは、みなさんが集いくつろげる場所
あすまや

となるよう四阿や広場を配置します。

④野原のゾーン

四季折々にきれいな花を咲かせる草花を

植えて、訪れるみんさんの目を楽しませ

てくれるような場所をつくります。また、

地域のみなさんが参加できる花壇もつく

ります。

⑤海のゾーン

最も海に近いこのゾーンでは、波をイメ

ージした舗装を行い、海への連続を意匠

した空間をつくります。

〆》
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交
通
事
故
を
防
ぐ
の
は
家
庭
か
ら

五
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
、
小
学
生
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
間
や
状
況
な
ど

を
表
し
た
も
の
で
す
。

高
萩
警
察
署
の
調
べ
で
は
、
事
故
原

因
の
多
く
が
飛
び
出
し
で
、
自
宅
に
近

い
道
路
で
起
き
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

の
発
生
に
は
、
子
ど
も
の
特
性
と
道
路

の
環
境
に
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
み
な

さ
ん
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
は
、
一
つ
の
こ
と
に
注
意

が
向
く
と
他
の
も
の
が
目
に
は
い
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路
の
向
こ

う
側
に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
と
、
横
断

歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
ふ
い
に
飛

び
出
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
、
特
に
低

学
年
に
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
物
陰

車
や
物
の
陰
か
ら
道
路
に
飛
び
出
す
子
ど
も

遊
び
ざ
か
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、
外
に
出
る
な
と
は
い
え
ま
せ
ん
し
、
親
が

市
内
の
小
学
生
の
交
通
事
故
が
、
今
年
の
一
月
か
ら
九
月

中
旬
ま
で
に
一
三
人
に
上
っ
て
し
ま
い
、
幼
い
命
も
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
中
の
事
故
が
五
人
な
の
に
対
し
て
、
九
か

月
あ
ま
り
で
す
で
に
二
．
五
倍
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

悲
惨
な
交
通
事
故
は
、
防
げ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
も
の
交
通
事
故
が

で
遊
び
た
が
り
、
止
ま
っ
て
い
る
車
の

周
囲
に
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

車
を
発
進
す
る
と
き
は
、
必
ず
前
方
と

後
方
の
確
認
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
道
路
の
環
境
と
は
、
違
法
駐

車
や
歩
道
へ
の
物
の
氾
濫
で
す
。
身
長

の
低
い
子
ど
も
た
ち
は
、
道
路
に
駐
車

中
の
車
や
、
歩
道
に
は
み
出
し
た
物
の

陰
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
運
転
者
の
視
界

に
入
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
横
断

歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
道
路
帯
に
車

や
物
が
氾
濫
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
子
ど

も
が
急
に
飛
び
出
し
た
ら
、
ど
ん
な
運

転
者
で
も
避
け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

き
っ
と
、
車
を
運
転
し
て
い
る
み
な
さ

ん
に
も
、
そ
ん
な
ひ
や
っ
と
し
た
瞬
間

が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

、=P

▲「余裕を持って安全運転をお願いします」 と、季▲▼ルールがなかなか守られないスクールゾーン。
節ごとに行われる街頭キャンペーンで呼びかける 毎朝、親や民間交通指導隊が、運転者に注意を促
交通安全母の会や高萩警察署などのみなさん。 しています。

Ⅲ
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一

一

ふ説ｴﾂｸｺｰﾅ野聖
つ
い
て
回
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
交
通
事
故
を
見
て
き
た
高

さ
だ
ひ
ろ

萩
警
察
署
交
通
課
長
の
飛
田
定
広
さ
ん

は
、
「
警
察
署
で
は
、
違
法
駐
車
を
厳

し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
へ
の
物
の
は
み
出
し
が
な
い
よ
う

に
、
よ
り
よ
い
交
通
環
境
づ
く
り
も
進

め
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
も
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
た
ち
へ
の
交
通
ル
ー
ル
は
、
親
が

し
っ
か
り
と
教
え
る
こ
と
で
す
。
道
路

を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
止
ま
っ
て

左
右
を
確
認
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
交

差
点
や
広
い
道
路
ば
か
り
で
は
な
く
、

狭
い
道
路
で
も
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
歩
道
で
は
、
走

ら
ず
に
歩
く
こ
と
で
、
道
路
へ
の
急
な

飛
び
出
し
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
転
車
で
道
路
を
横
断
す
る
場
合
は
、

し
っ
か
り
と
足
を
土
に
つ
け
て
止
ま
り
、

左
右
確
認
を
す
る
こ
と
で
す
。
足
の
つ

か
な
い
自
転
車
は
、
事
故
を
呼
ぶ
よ
う

な
も
の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

一一一空 客一一

鮠購な‘■ごどじて町､まぜんか？

＊信号無視や斜め横断をする。

＊子どもをせきたてて横断する。

＊子どもがいることを忘れて立ち

話をする。

＊外出時に急がせたり、叱ったり

する。

＊道路の反対側から子どもを呼ぶ。

ろでは、 自動車や自転車、そして

歩行者も止まって左右の安全を確

認してください。狭い道路から広

い道路に出るときは、 とくに危険

ですから、 この標識がなくても止

まって安全を確認しましょう。

会
で
は
、
そ
れ
を
知
《

作
成
し
、
九
月
に
小
些

帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

母
の
会
で
は
、
「
交

通
事
故
防
止
は
、
ま

ず
家
庭
が
大
事
で
す
、

子
ど
も
が
出
か
け
る

と
き
は
、
〃
走
ら
な

い
で
歩
く
の
よ
・
左

右
確
認
し
て
渡
る
の

よ
／
と
、
う
る
さ
い

く
ら
い
に
い
い
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
大
人
は
、
交

通
ル
ー
ル
の
模
範
と

な
る
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
、
や

は
り
交
通
事
故
を
防

ぐ
基
本
は
、
家
庭
に

あ
る
と
話
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
を
機
会
に
、

小
学
生
の
事
故
が
増
え
て
き
た
こ
と

を
心
配
し
た
高
萩
地
区
交
通
安
全
母
の

会
で
は
、
そ
れ
を
知
ら
せ
る
広
報
紙
を

作
成
し
、
九
月
に
小
学
生
の
い
る
全
世

⑥小学生の交通事故の状況 (資料提供：高萩薑察署）

、
ー

蟻平成6年中 5人
｢自転車に乗って’ て交通事故にあった(6人）

歩いていて交通事故にあった(7人） ． ’

小学'~3年生(5人） ， 小学1～3年生(3人

､､、 、L 、、

､~~」 Lﾉ|崖4～R庄牛(ｸA）｣、学4～6年生(2人

画11小学‘
、

成7年平成7年

1月～9月中旬 13人

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
子
ど
も
た
ち

と
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
。

F

⑥交通事故が起きた時間帯

寺 、’ ． ｜夜(2人），午前〈4人) ｜ ， 午後(7人）
、l 、’ 、、

NL登校時間は1人L特に4時前後に集中しています

平成7年

1月～9月中旬 q 13人
停止の合図 右折の合図 左折の合図

⑥交通事故が起きた日の天気
F （平成7年1月～9月中旬）

夜(1人） 、

霜
蕊“

〈

駒

蕊
ははすすう人よとま転舎ま 、 、で 、ま見での舎

曹雪二藩は羅蕊雛糊蔀滝私蒋

需:誰識患黙澱簿
てみをちも確事もえ察、~〆 なつ自ましさ安の、~／
いな何よい認故かて署 登て分し事つ全近
まさ事うろをがかもの 下いのた故てにく
すんもすいしあわらみ 校る命 ･があ登の

◎

花束を受ける高萩警

察署長の鈴木昭さ

鰯蕊2憲討蕊歳少 ー
ｲ

危ない！ と感じてから急ブレーキ

で止まる車の距離をご存じですか

時速

’、
、
ｍ

ｋ
ｋ
ｋ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

２
３
４

一

一
一

■
。

、
ｍ

ｋ
ｋ

Ｏ
０

５
６

32m

44m

鰯鰯騨#蕊蕊
路上を車庫として使用している

と、 20万円の罰金がかかります。

道路の交通にも支障をきたします

ので、 自動車は、決まった場所に

保管し

5



体くしま国 ‘
、

心1
……壽三弱中学,尋盲愈～

／〆め､ボジｼｮﾝは前衛｡正確なス
／マツシュで試合を決めていく、これが
｜テニスのおもしろさですね｡国体でも、

I相手の動きを捕らえてﾀｲﾐﾝグよく
、認、積極的に攻めの試合で決めていき

＝多一~~-~一一一－一一> たいです。 二一一

ソフトテニス少年男子の部

たくゆき

I
川和卓行さん（水戸短期

大学付属高校3年＊

有明町＊初出場）

＃よしとも

田中祥友さん（土浦日本大学高 ‘
校3年＊肥前町＊初出場）

一一一~~－-----=一一ア
､ざ=窟合に出るからには勝ちに~J
/乞たいと、厳しいトレーニングにもへ
耐えインターハイで16位に入りました。

テニスは中学1年から始め、ポジション

は後衛｡どの試合でも､確実にボールを

R打ち込み､元気なプレーで試合を／
~~~ﾘｰドしていきたいですｼ=〆
～

＝

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
部

fだからがんばってこられ､同校から8
卜人が出場できます｡この3年間､全国を回

!､､ って試合に出られたことと、国体出場
、､かよい思い出になりますので､悔い

､、へ薑 のない試合をしてきます一一
～－－－－－－－一_一 一

矢代直美さん（日立女子高校

3年＊安良川＊初出場＊

一声麦＝~～ 写真前列右から2人目）

認蕊、

1
1

蕊

鰯
一一一一一一一

i

’

＃

一

技を習得できたときが、

/蕪;鷺最高にうれしいです。
－一

他の選手に

ひけを取らないよう力一杯がんばってき

ます。中学3年のときに県大会で準優勝し

たのを最後に、体操から離れようとした

、時期もありましたが、続けてきて ヱィ

1

1

軟式野球壮年の部 リf
、と

（関東1都6県から2チーム） 、、
オールヒタチ

『全日立』チームの佐藤孝治さん（安良

川＊7回目の出場＊写真左） と熊田恒男
さん（高萩＊初出場）

器械体操競技の部

坂本小津恵さん（高萩高校1年
＊北茨城市＊初出場）

■P

剛

三一一… 技が決まらないと

きが一番辛いですが、決ま った

ときのうれしさは何ものにも代えられま

せん。段違い平行棒が、ちょっと苦手な

ので、特にその練習をしています。

h野で艫慧鮮を臣〆

I
盃 ~

立チームに所属してから2回目

蕊
キ ツチャーとし

の出場です。目標は、けがのない 千ﾔﾂﾃﾔｰとし ~－万…
て、佐藤さんの持ち味

試合でベスト4位入りですね。
をうまく引き出し、 リード

､,ポジションはピッチャー
していきたいです。コンデイシ

…ﾍ昌二至逢一一､ ヨンを整えて､目標達成の
、 ためにがんばります｡ …

霊蕊
蕊

宮田美由紀さん

（高萩中3年

＊有明町＊

初出場）

驚驚

悶慰
蔦

6－－当 『 ， , 『 】竺些≦二一一一

懇：



よろしくお願いします。 秋季ふくしま国体に、茨城県代表として参加するみ

なさんを紹介します。国体出場へのキップを手にでき

るのは、各大会で好成績を収め、全国大会でも活躍中

の県内屈指の精鋭たちです。持って生まれた能力もさ

ることながら、 さらなる向上のため並々ならぬ猛練習

が実を結んだ選手のみなさんは、大会に向けての最後

の調整に余念がありません。

ごまだかず．み

鍵鯛麻川一己さん'水戸農業扇綾；年議高萩＊3回連続出場）

収
入
役
に

沼
田
榮
さ
ん
（
高
萩
）

公
金
の
出
納
や
そ
の
他
の
会
計

事
務
の
適
正
な
執
行
が
さ
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
、
市
長
と
と
も
に
各
種

事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

’

蟻
…

任期は9月10日から4年間。

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
、
じ
ょ

う
ぶ
な
身
体
を
つ
く
る
学
校
教
育

の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
生

涯
学
習
の
条
件
整
備
を
進
め
て
い

教
育
長
に

よ
し
と
し

田
村
好
稔
さ
ん
（
赤
浜
）

4年間任期は10月1日から
ー

地
方
自
治
法
の
精
神
を
踏
ま
え

て
、
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
に

努
力
し
て
い
る
市
職
員
の
職
務
を

見
つ
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
、

一
所
懸
命
に
対
処
し
て
い
き
た
い

公
平
委
員
に

鳥
居
塚
章
さ
ん
（
大
和
町
）

亀職騨

任期は9月10日から4年間。

…蕊譲蕊溌鶴蕊騨蕊騨蕊驚灘一

今

渡
辺
千
香
惠
さ
ん
（
下
手
綱
）
４

I*UF
です刀a

ー

魂

I
蕊囎… 会

に
な
る
よ
う

き
ま
す
」
と
橘

丘
高
校
教
諭
＊

目
の
出
場
）

い
Ⅳ
ゾ

》
Ｅ
誕
口
一
℃
魂
一

穂
た
の
＆
ま
二

る
主
亭

あ
：
↓
・

も
す
？

で
ま
：
》

雪
き
》

》
監
て

鋤
．
鮖
一
篭
Ｊ
画
一

Ｊ
一
斑
瑚
唖
２
Ｊ
《

・
で
．
・
ぃ
Ⅳ
Ⅱ

I

ラブリー賞
め く， み

「芽久美ちや
高萩市長賞

すもう

相撲競技の成年1部 (2チーム）の監督
■
口 よしのり

海老沢喜義さん (日本加工製紙㈱

蕊
勤務＊島名＊選手で3回出場

監督では連続6回目の出場）

？ 「社会人チームなので、仕事

の都合で出場できない選手の

ためにも良い成果を上げられ

るようがんばってきます｡」



市民体育館で行われた「高齢者福祉大

誹襯藤藤驚蔚鰹祁

鍵鐵農饗蕊驚

灘

灘

鏡

磯 *サ

蕊
ー！

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
、
戦
中
戦
篭
お
ん
集
燭
院
敬
ン
ん
し

後
の
動
乱
期
の
中
で
多
く
の
苦
難
と
試
蝿
る
さ
の
・
日
入
ｒ
｜
フ
さ
楽
陶

叫
唖

練
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
現
在
の
発
展
殖

は
、
み
葱
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
鋼
漂
料
鋤
評
議

人

の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
老

九
月
一
五
日
㈲
の
「
敬
老
の
日
」
に
霊

に
感
謝
し
、
合
わ
せ
て
長
寿
を
祝
う
催

し
が
各
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
よ
う
す
を
写
真

で
紹
介
し
ま
す
。

蕊
88歳を迎えた人と95歳

以上の60W)みなさん

窯
に、

自宅

品を

9月4日(月)～5日(災）
ー

85歳を迎えたお年寄り

鐸瀞瞥
は84人分溌Ⅲ敬老の日
の前に配られました。

9月7日(月）

8



アメリカ
菊地英敏さんが見た

（中戸川） 8月16日（水）から31日（木）まで、晨業

先進国のアメリカ合衆国に、茨城県農業

胄年等海外派遣研{|多団員として参加した

菊地ざ〃ご感想慈寄丑壺いだだき｡まfひだ
菊地さんの背景にある穀物の倉庫までは、約10キロメートルの距離。そ

の間に大豆畑ととうもろこし畑が横たわ■っ#ていま』すｾバデ王ｲJﾝにて｡〃．i〆

…
灘

§鐙…

蟻

日系人の成功者を

含め、アメリカで農

業を営んでいるみな

さんの話には、共通

点がありました。

①常に目的意識をも

って前向きに努力す

る。結果は、自然に

あとからついてくる

②わが子であっても

アメリカの農業といっても国土が広大なので、農業

経営の条件も日本とはかなり違います。特に、経済効

果優先のために、適地適産が徹底していました。

私は、アイオワ州のデモインでファームステイ（農

家での生活体験）をしました。デモインは、映画「マ

ディソン郡の橋」やケビン・コスナー主演の『フィー

ルド・オブ・ドリームス』のロケ地になったところで

す。この地方は、とうもろこし畑と大豆畑が見渡す限

り広がっており、とうもろこしの生産舅は全米No1で、

20パーセントを占めています。

ー′

0

能力のないものは、後継者として認めない。

③子どもが18歳になると親の世話を受けない。

最後に日系人経営者の言葉に、
ネバーギブァ､ソプ

「Nevergiveup (決してあきらめない)。 今、農
業をやっていくことは大変だけれども、 2020年ごろま

で人□が増加し続け、必ずや食糧不足がくるでしょう。

これは、だれにも止められない。その時までみんなで

農業をやっていきましょう。その時の担い手は、あな

たたちです｣。

･ ･ ･の言葉が、今も私の心に深く残っています。

私がお世話になった農家は、夫婦2人の生活で50'､

クタールの土地にとうもろこしと大豆と牧草を作り、

牛は約30頭飼育していました。アイオワ州では平均的

な耕作面積の農家ですが、妻が他に働きに出ないと生

活が支えられません。アメリカの農業事情は、豊かさ

と厳しい経営環境が同居しており、ぎりぎりの状況の

中にあるようです。

しかし、経営者も労働者も明るく生き生きと働いて

おり、アメリカはやはり農業の国であり、農業は、人

間として最高の職業であると実感しました。

ダニエル先生に…高
萩
に
住
海
で
二
隼
が
経
急
議
じ
だ
が
、

、
輯
、
、
、
、
巾
、
坪
、
ｒ
鍔
帝
寺
“
“
叫
訓
、
罐
、
、
、
、
砕
噌
砂
、
ご
鍔
訓
、
、
、
砥
出
“
神
ず
殿
、
蕊
、
、
蹄
‐
ｆ
出
“
凝
、
、
唾
、
“
ｔ
、
、

迩
垂
の
ま
だ
の
印
象
ぱ
ど
う
で
鞍
鐵
癖
忠
、

ｌ
高
萩
の
印
象
は
、
住
ん
で
い
る
人
々

が
み
な
さ
ん
親
切
で
、
親
し
み
や
す
い

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
か
げ

で
、
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
て
楽
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
た
ロ
ン
ド
ン
に
比
べ

る
と
、
高
萩
は
と
て
も
小
さ
な
町
で
す

が
、
四
季
折
々
の
自
然
が
と
て
も
美
し

く
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

尋
を
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
て
い
ま
域

が
、
五
・
．
み
な
さ
ん
の
反
応
は
ど
・
う
で
ず
か

ｌ
私
が
初
め
て
学
校
を
訪
れ
た
と
き
、

生
徒
た
ち
は
と
て
も
シ
ャ
イ
で
、
だ
れ

一
人
と
し
て
話
し
か
け
て
は
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
何
度
か
足
を
運
ぶ
う

ち
に
生
徒
も
慣
れ
て
き
て
、
今
で
は
私

の
問
い
か
け
に
自
信
を
持
っ
て
答
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
際
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

ダニエル先生は:AET｛(英語指道:
、、 ． ､謀., ‐ ・ ． ｡ ：､ ､ 、 .. ..； - ､ ､､ . ' ､ ｡ ､愚 轤 . .､

助手) ﾛ :｡｡どして、市内の中学校で蕊？

簿
ー

IEWNTER

耗
鱈
坤
睡
蝿
錬
鰯
蕊
珍
露
謎
姻
壺
憩
琿

霧
證
慈
溌
急
篭
感
簿
鰯
獄
漣
葱
彰
認
待

：
乳
、
、
、
鍔
》
“
辞
耕
織
出
、
錘
“
“
“
“
黙
“
“
鷺
、
、
、
》
》
晶
轆
典
“
鷺
が
韻
“
唖
“
録
く
寺
“
撫
患
擬
蕊
出
午
托
、
、
騨
晶
品
》
蝉
、
く
》
》
、
鐸
“
ず
》
嬢
蕊
拭
馥
“
無
噌
啓
、
職
嘩
唖
馥
篭
》
、
鷺

じ
議
嘩
・
鐡
努
・
ぷ
ぷ
鰯
舞
篭
踊
毎
Ｆ
毒
卓
認

ｌ
子
ど
も
た
ち
は
も
っ
と
国
際
的
な
視

野
で
未
来
の
日
本
を
、
そ
し
て
世
界
を

つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
世
界
中

の
人
々
が
よ
り
よ
い
世
界
を
つ
く
る
た

め
に
、
協
力
し
あ
う
時
代
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
活
躍
で
き
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

串
串
“
貼
騨
、
牛
＄
動
熱
中
串
甥
員
（
ザ
ｘ
驚
哨
串
貼
串
串
韓
》
貼
串
坤
難
》
“
（
串
串
貼
帝
沌
澤
痔
雛
串
轆
誹
識
＄
貼
貼
貼
窯
貼
“
串
串
串
缶
辮
辮
〉
率
貼
騒
蝉
串
》
“
串
串
轟
；
＄
串
貼
貼
貼

…
貼
貼
〆
串
串
；
串
轆
雄
串
貼
品
品
唱
咄
砕
貼
錯
貼
和
；
謡
貼
器
串
潔
蹄
く
韓
貼
訳
貼
に
奄
韓
鄙
（
；
；
串
串
輯
欺
爵

一
団
礎
擢
蕊
濫
溌
蝉
蛭
醸
韓
》
溝
蕊
蕊

冒
錘
ｉ
：
！
…

Ｆ
雷
姪
域
毎
凝
心
唾
蝉
恋
妙
齢
毎
郷
抵
軽

聡
駕
篭
が
篭
碓
箆
琿
津

ｌ
生
徒
た
ち
の
持
っ
て
い
る
能
力
を
も

っ
と
引
き
出
せ
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り

に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
し
て
、
自
然
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

難
聴
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ツ

昼
噸
暇
朋
灘
竃
鯆

ま
ち
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
通
勤
や

通
学
の
た
め
に
ま
ち
を
離
れ
た
り
、

反
対
に
ほ
か
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る

人
が
通
勤
や
通
学
の
た
め
に
こ
の
ま

ち
に
来
た
り
す
る
数
を
相
殺
し
て
算

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
会
社
や
工

ム
プ
岨
津
個
酔
銅
稚
鐡
吋
や
鉢
舞

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
そ
し
て
外
国
の
人

で
も
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
な

ら
す
べ
て
調
査
の
対
象
に
な
る
日

本
で
最
も
大
き
な
調
査
で
す
。
そ

し
て
こ
の
調
査
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
調
査
票
の
裏
面
に

市
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
ど
こ

で
、
そ
し
て
学
校
、
特
に
市
外
に
あ

る
高
等
学
校
や
大
学
に
通
っ
て
い
る

人
は
、
ど
こ
に
通
学
し
て
い
る
か
記

入
す
る
欄
が
あ
っ
た
の
を
ご
存
じ
で

す
ね
。
こ
の
項
目
か
ら
、
そ
の
ま
ち

の
昼
間
の
人
口
移
動
の
状
態
を
は
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
る
で
し
ょ
う
か
。
昭
和

で
辨
拝
柿
働
蝿
奉
率

四
五
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
の
国
勢

調
査
に
よ
る
、
昼
間
人
口
の
推
移
は
、

［
図
］
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
に
よ
る
「
人
口
」
と
い
う
の

が
、
住
ん
で
い
る
人
の
数
に
な
り
ま

す
の
で
、
全
体
的
に
は
、
市
の
外
に

出
る
人
の
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
の
調
査
で
は
、
他
の
市

町
村
か
ら
入
っ
て
く
る
数
よ
り
、
出

る
数
の
方
が
一
，
九
二
○
人
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
の
分
だ
け

住
ん
で
い
る
人
の
人
口
と
比
べ
て
昼

間
人
口
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 /"流不とう勿詮タ 就業者･通学者別の流動状

黛と壷g篝琴垣遁享誉

易”

／一一一7 宜産ｼﾌ,？

［区
目閂

１
ヲ
叺
千戸

■
、三

八一
J／

ｊ
干臥

７
６
５
４
３
２
１

こ
れ
ら
人
口
の
移
動
の
内
訳
を
見

る
と
、
他
の
市
町
村
か
ら
入
っ
て
く

る
数
で
は
、
北
茨
城
市
の
二
，
一
六

三
人
に
次
い
で
日
立
市
が
一
，
八
九

三
人
で
合
わ
せ
て
全
体
の
七
二
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
他

の
市
町
村
へ
出
る
数
で
は
、
日
立
市

の
四
，
八
一
七
人
に
次
い
で
北
茨
城

市
が
一
，
○
六
一
人
で
、
こ
れ
も
合

わ
せ
て
全
体
の
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
、
本
市
の
昼
間
人
口
の
移
動
に

つ
い
て
は
日
立
市
と
北
茨
城
市
の
二

市
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

．

万
２
１

ー

昭和45年 50年 55年 60年 平成2年

甑狗甑鰐蒋
話弓EE=白も己占､■Hf白■自fTJ"1

■ ■ ■

このコーナー

料館に寄託、

生活用具や農

介していきま

ん
の
旗
印
で
あ
る
亀
の
形
に
似
た
模
様
が

つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
土
地
に
代
々

引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
つ
と
』
っ

先
日
、
骨
菫
品
を
集
め
て
い
る
業
者
が
、

こ
の
陣
笠
を
讓
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
き

た
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
売
る
気
に
は

な
れ
な
く
て
資
料
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

古
い
物
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
き
て
、

骨
菫
の
価
値
ば
か
り
上
が
っ
て
く
る
よ
う

で
す
が
、
本
来
は
、
そ
の
時
々
の
歴
史
を

今
に
伝
え
る

鶏

語
り
部
と
し
…
》
ゞ
《
↑

て
の
役
割
を
Ｉ

簿

大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
、
総

す
ね
。
；
建
参

と
い
つ

す
が
、
こ
れ
は
近
年
に
な
っ
て
、
蔵
に

な
が
も
ち

あ
っ
た
長
持
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
甲
冑

じ
ん
ば
お
り

と
い
っ
し
ょ
に
あ
っ
た
陣
羽
織
や
こ
の
陣

笠
に
は
、
松
岡
の
お
殿
様
だ
っ
た
中
山
さ

〔

陣笠…講誼…んとi奥さんの和子さん
剣 10



１
９
４
７
年
・
昭
和
配
年
・
・
・
終
戦
に
よ
り
日
立
製
作
所
高
萩
工
場
が
閉
鎖
さ
れ

た
が
、
そ
の
付
属
病
院
は
、
名
称
を
高
萩
協
同
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

１
９
６
４
年
・
昭
和
調
年
…
士
岳
と
花
貫
渓
谷
が
、
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
る
。

１
９
７
４
年
・
昭
和
佃
年
…
高
萩
市
は
、
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
た
第
羽
回
国
民

体
育
大
会
の
一
般
準
硬
式
野
球
競
技
の
会
場
と
な
っ
た
。

１
９
９
０
年
・
平
成
２
年
…
花
貫
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

堅鐸
囎＃《 灘潔溌鶴灘灘鍵鶏蕊

|高齢者大学で市政を学ぶ
抄
中央公民館と松岡地区公民館の

高齢者大学では、大久保市長を講

師に迎えて『市政を学ぶ集いjを

開きました。現在進めている市の

事業とともに、将来の事業計画な

どの大久保市長の講話に、両公民

館合わせて約250人の受講生が耳

を傾けていました。

こ
と
が
あ
り
ま
じ

’

抄

灘

握
拒
咋
卜
Ｆ
附
陛

ｰ突然の事故や急病にあったとき、

医師に見せる間の正しい応急手当

てを知っておくと、一刻を争う人

命を助けることができます。そこ

で、救急の日を前に心肺蘇生や応

急手当てなどを体験できる機会を

つくりました。 また、保健婦によ

る血圧測定などを行い、 日ごろか

らの健康チェックを呼びかけまし

た。

ま

ロ 饗童個

な

進

認i虚Iを

■-7－、

ど
ん
な
団
体
で
す
か
。
き
る
よ
う
毎
年
秋
に
は
文
化
祭

昭
和
三
五
年
に
市
内
の
芸
術
や
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

文
化
を
愛
好
す
る
団
体
に
よ
っ
ｌ
昨
年
は
市
民
文
化
誌
「
ゅ
ず

て
設
立
さ
れ
、
現
在
は
二
七
団
り
は
』
を
つ
く
り
ま
し
た
ね
。

体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
広
範
な
文
化
活
動
を
活
字
に
残

ど
ん
な
活
動
を
し
て
ま
す
か
。
す
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
こ

加
盟
団
体
の
主
体
的
な
活
動
を
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
第
二

支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
号
を
発
行
す
る
た
め
の
準
備
を

民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
文
進
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

化
や
芸
術
に
親
し
む
こ
と
の
で
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

』 {‘:h, I､紗
‘蝋、 I

第46回茨城県消防ポンプ操法競

技大会日立地区大会が、高浜グラ

ウンドで開かれました。ポンプ車

と小型ポンプの正確な操作と迅速

な対応による消火活動が求められ

るこの大会には、本町の第1分団

と若栗の第16分団が出場し、活躍

しました。

ー

零

鰄
県指定文化財「穂積家住宅」で

中央公民館主催によるバラエティ

講座｢仲秋の名月を見る会｣が開か

i ？
鱗”

昨年の文

ようす。

化祭の

綴
罰;I;蝉堂

瀞1
鱗

鰊



議鍵議議鍵蕊灘鍵鍵蕊鵜
●市役所狂23-2111 （代）

●テレフォンサービス

盆23-1151

冠23-1152

●市・県民税（第3期）

税務課内線204

●国民年金（10月分） は10月31 日(火)までにお忘れなく。
L萩保険年金課内線232

◆
入
園
資
格
平
成
２
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
市

内
に
居
住
し
て
い
る
お
子

さ
ん
。

◆
願
書
配
布
叩
月
川
日
㈱
か

ら
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま

す
。

時
間
は
、
午
前
９
時
か

ら
旧
時
ま
で
で
す
。

◆
願
書
受
付
旧
月
旧
日
側
か

ら
旧
月
記
日
附
ま
で
で
、

休
日
は
除
き
ま
す
。

時
間
は
、
午
前
ｇ
時
か

ら
旧
時
ま
で
で
、
受
付
窓

口
は
各
幼
稚
園
で
す
。

◆
募
集
人
員

平
成
Ｂ
年
度
市
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る

園
児
を
募
集
し
ま
す

願
書
の
受
け
付
け
は
▼
旧
月
旧
日
月
か
ら
で
す

ﾉ

◆
そ
の
他
①
現
在
、
入
園
し

て
い
る
４
歳
児
で
、
そ
の
ま

ま
同
じ
幼
稚
園
の
５
歳
児
に

通
園
す
る
お
子
さ
ん
は
、
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

②
各
園
の
就
園
区
域
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
応
募
す
る

園
は
１
園
の
み
で
す
。

③
応
募
者
が
募
集
人
員
を
上

回
っ
た
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。

④
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
、
ま
た
は
各
幼

稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
学
校
教
育
課
容
認
‐
勺
扣
コ
ニ

◆
期
間
刊
月
１
日
伽
か
ら
Ⅲ

月
羽
日
㈱
ま
で

＊
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
Ⅲ

月
３
日
閏
、
四
日
㈱
は
開
館

し
ま
す
。

◆
会
場
歴
史
民
俗
資
料
館

◆
内
容
明
治
か
ら
昭
和
前
半

に
か
け
て
の
約
捌
冊
を
越

ー

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

「
教
科
書
で
見
る
教
一

開
き
ま
す

目
の
あ
ゆ
み
展
」
を

丁
教
科
書
を
展
示
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
福
祉
制
度
⑬
は
、

１
歳
未
満
の
乳
児
の
入
院
費
や

外
来
診
療
費
を
無
料
に
、
１
歳

以
上
３
歳
未
満
の
幼
児
の
入
院

費
を
無
料
に
し
て
乳
幼
児
の
健

全
な
成
長
を
応
援
す
る
制
度
で

す
。
今
回
、
こ
の
制
度
の
所
得

制
限
限
度
額
が
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
平
成
８
年
１
月
１
日

か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
た
め
、
現
在
、
所
得
制

限
に
よ
り
非
該
当
者
と
な
っ
て

い
る
人
で
も
、
今
回
の
改
正
に

よ
り
該
当
者
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
担
当
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

え
る
教
科
書
や
参
考
書
の

ほ
か
、
当
時
の
生
徒
の
作

品
類
や
写
真
等
の
資
料
を

展
示
。
一
部
の
資
料
は
、

手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
壷
四
ｉ
フ
ニ
ニ
ヨ

所
得
制
限
限
度
額
が
▼
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

乳
幼
児
医
療
福
祉
制
度
桐
が

改
正
に
な
り
ま
す

ー

[新旧対照表］ ◆
所
得
制
限
限
度
額

◆
該
当
す
る
乳
幼
児

◇
乳
児
…
平
成
７
年
１
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
１
歳

未
満
児
。

◇
幼
児
…
平
成
５
年
１
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
１
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
１
歳

以
上
３
歳
未
満
児
。

◆
手
続
き

◇
乳
児
…
旧
月
旧
日
側
か
ら

肥
月
幻
日
㈱
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
幼
児
…
入
院
す
る
時
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
手
続
き
の
窓
口
は
保
険
年

金
課
で
す
。

◆
持
参
す
る
も
の
健
康
保
険

証
、
母
子
手
帳
、
印
か
ん

●
保
険
年
金
課
内
線
三
コ
。

扶養親族数

0人

1

箪鑿驚

譲燕う
撚蕊燕勤

旧(千円）

2,902

qワRD
UcLUL

3,602醤

唖

慨

一

価

３

４

５

熟農綿錦鋪篭霊繍’

譲蕊蕊鍵溌
欝蒲蕊総競

『第9回フオトコンテスト』
｛

《
：
河
〆
謹
《
穀
真
副
ｒ
《
：

ど
：
、
雲
姓
》
》
》
“
《
６
“
《

な
》
七
綴
￥
＄
》
￥
す
《
蛭

冥
界
ゞ
、
《
γ
八
一
》
浦
封
：
“
器
輩
輩
“
心

風が《卜；ダ↑りこての奇：ンゞ
“、￥ああ上からの③⑳⑤⑬

お蕊

鋸『
； “ “,‘“

たく“

プラ

''2

園 名

第一幼稚園

松岡幼稚園

東幼稚園

秋山幼稚園

5歳児

4~5人35人

4．5人35人

4~5人35人

45人'35人

4歳児



J_髭業察あ函昂穆を募集一一
市内の産業の生産品を広く市民に紹介する

産業祭への出品物を募集します。

◆とき 11月18日(土) ・ 19日旧)の2日間

◆ところ市民体育館、中央公民館など

◆出品物の内容農林畜産品や食料品など

◆申込み締切り商工関係 10月12日嗣

農林関係 10月30日（月）

●問合せ商工観光課内線462農林課内線454

＝弓言三一〒露顕言 宇－－－

･人口
35,423人(+10）

｜
’

圦
臥
齢
一

”
煙
”
一

－
１
４

男
女
’
一

１
－

数
・
一
“

『
齢
茸
一
一

(＋10）

(士0）
／

（±0）

（ ）は前月との比較です。

一一一

内容対象 作品の規格等 ＝ J聖舞遥賦蒙毒蕊窪ま;
F,ミ ､韻' 等韓'

:;う獄: B4～A2判以内で、画材は自由／小学

譲小4年唯以上は､ ｢9月10[|全国下水道促作鮒(ボｽﾀｰは裏
1J;"･ 進デー」の文字を入れること。 側）に学校名、学年、
祭等鑿

礎軒縦淵MI浮蝉嚇駐鱒繕に』
鐙ゞ辮稿"で､ ’一ブﾛによる原摘は遮締先を記入。

薦捲職熱蝋職鰄謝噌鱒藤熟
獣｡:き…訓岬鐸…､…
雛舞熟識雛職
J蚤しは3枚以内で順番をつける"入賞作鈷は､場所などの写真デー
:: :;忠 ネガを提示させていただきます。 タを添付。

B4～A2判以内で、画材は自由/小学

4年生以上は、 「9月10日全国下水道促

進デー」の文字を入れること。

◆
テ
ー
マ
下
水
道
に
関
す
る

こ
と
。
特
に
写
真
は
「
あ
な

た
の
ま
ち
の
下
水
道
と
イ
ベ

ン
ト
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
。

◆
募
集
期
間
Ⅲ
月
即
日
側
ま

で
に
当
下
水
道
組
合
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
発
表
平
成
Ｂ
年
３
月
ご
ろ

応
募
く
だ
さ
い

テ
ー
マ
は
▼
下
水
道
に
関

「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」

◆
表
彰
平
成
Ｂ
年
６
月
の
日

本
下
水
道
協
会
定
時
総
会
の

席
上
。

◆
そ
の
他
応
募
作
品
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。
入
選
作
品

の
版
権
、
使
用
権
及
び
著
作

権
は
、
日
本
下
水
道
協
会
に

帰
属
し
ま
す
。

ー

す
る
こ
と
で
す

●日立・高萩・十王広域下水道組合工務課排水設備係

〒319-13＋王町伊師2220盆32-5595
に

砂

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

む
そ
う

組
ん
で
い
る
夢
蒼
塾
で
は
、
市

内
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を

掲
載
し
た
「
ふ
る
さ
と
便
利
帳

（
仮
称
）
」
を
作
成
す
る
た
め
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
姿
を

も
っ
と
よ
く
理
解
す
る
た
め
に

一
川
月
距
日
㈱
に
任
期
満
了
と
な
る
高
萩
市
議
会
議
員
の
一
般
選

挙
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
投
票
日
川
月
由
日
側
＊
告
示
は
、
旧
月
距
日
伺

●
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
庶
務
課
内
）
内
線
ヨ
刎
三

市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
の
投
票
日
は
奪

旧
月
四
日
日
で
す

Ⅲ
月
ま
で
は
▼
飲
食
店
の
調
査
で
す

ふ
る
さ
と
便
利
帳
（
仮
称
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

タブf′

C､ | 市役所から国道461号に通じ
;） る道路沿いに、勢いよく枝を伸

ばしたタブの木が、 2本並んでいま

す。塀を二つに割って太い幹を伸ばして
あきら

いるのが矢代瑛さんの木で、一回り小

さい幹回りで左有農エノキの木に挟まれ
ているのが黒沢千明さんの木です。 「樹

齢は何年かな…。昨年の暮れに枝を切り

ましたが、刈り込みに強く、成長が早い

のでどんどん枝が張り出してしまうんで

す」 と黒沢さん。
かれん

タブの木は、春に可憐な白い花を咲か

せ、梅雨のころに大豆くらいの大きさの

紫色の実をつける常緑広葉樹です。市内

では、高戸海岸な

どに多く見られ、

風害や煙害、防火

力に強い高木とし

て好まれ、駅東の

ハーモニーパーク

の中央にも植えて

あります紫ｳ申鳶
は、通称あまっか
＊

しと呼ばれていま

す。

蕊議

計
画
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
塾
生
が
現
地
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
Ⅲ
月
ま
で

は
飲
食
店
の
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
調
査
員
が
訪
問
し
た
時

に
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
企
画
開
発
課
内
線
三
フ
三

の
調
査
に 鵜

10月から ◆◇◆

11月(上旬)の休みは、
10月は高齢者雇用促進月間です。
高齢化社会を迎えて、これからは高年齢者の

知識や技能を活用し、 60歳定年の完全定着を蟇

盤に、 65歳までの継続雇用と就職希望者の早期

再就職を積極的に促進していく必要があります

この機会に高年齢者の雇用就業問題について

考えてみませんか。

●高萩ハローワーク(高萩公共職業安定所）狂22-2549

10月8日(日)､10日(火)、

15日(日)､21日(土)､22日

旧)､29日旧)､11月3日

(金)､5日(日)､12日旧）

花員クリーンセンター

冠22-4318

（

13

+L成／年(－1月｜円王貝有



i悩まず相談窪。
F★市役所窓23-2111★｜
●行政相談

10月12日附と26日嗣午後1～3時

／市民相談室/鈴木清相談委員(下

手綱恋22-2095)秘書課内線251

●人権相談（敬称略）

北畠暢男…本町容22-2851

鈴木廣美…上君田盆28-0103

原口咲子…春日町盃22-3286

大平喜美子…本町念22-4128

岡野邦弘…上手綱丑23-2525

／市民課内線221

●交通事故相談

10月18日(和午前IO～午後3時／

市民相談室/生活環境課内線362

＊この日以外は中央交通事故相

談所へ｡平日午前9~午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎

3階丑029-225-2803内線2370~l/

卜君田

秋山

10月の調査地区は(秦作)です。
上手綱

（日立･いわき線より西側）

､雫鐸舗調査

Ⅲ
月
旧
日
側
か
ら
副
日
出
ま

で
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

行
政
相
談
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
て
、
住
民

と
関
係
行
政
の
間
に
立
っ
て
あ

っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
、
双
方
が

お
互
い
に
納
得
で
き
る
解
決
が

で
き
る
よ
う
助
力
す
る
制
度
で

す
。

こ
の
制
度
を
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
行

政
相
談
週
間
」
が
つ
く
ら
れ
、

各
地
で
行
政
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
行
政
相
談
所
と

合
わ
せ
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
所
を
設
置
し
、
特

別
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
。
人

権
相
談
所
で
は
、
い
じ
め
や
い

開
設
し
ま
す

行
政
相
談
員
と
人
権
擁
護

「
行
政
相
談
週
間
」

に
特
別
相
談
会
を

委
員
が
▼
相
談
を
受
け
ま
す

や
が
ら
せ
、
借
地
や
借
家
、
離

婚
や
相
続
、
金
銭
の
貸
借
、
近

隣
関
係
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
秘
密
を
守
り
、
無
料

で
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
川
月
即
日
蝋

午
前
旧
時
か
ら
午
後
３
時

◆
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談

室

◆
相
談
員
＊
右
欄
上
部
に
記

載
し
て
あ
る
行
政
相
談
委

員
及
び
人
権
擁
護
委
員
の

み
な
さ
ん
で
す
。

●
市
民
課
内
線
三
三
刑

秘
書
課
内
線
三
ｓ
三

、P

弁護士相談は水曜日午後l~3時‘

●年金相談

･常陽銀行高萩支店盆22-2160･･･

、 毎月第2金曜日午前10～午後3時

・茨城銀行高萩支店恋22-2028…

.10月26R㈱午前10～午後3時。

・茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

恋22-3617…平日午前9-午後4時

●司法雲-1旨相談

毎月第2水曜日午後l～5時/／

茨城司法耆士会盆029-225-0111

●悪質商法相談丑029-227-7379

●茨城いのちの電話…24時間

BO298-55-1000

ilO～午後3時 《

高
齢
者
や
障
害
児
・
者
を
抱

え
る
家
族
や
、
介
護
に
関
心
が

あ
る
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
家

庭
で
役
に
立
つ
介
護
教
室
を
開

き
ま
す
。

◆
研
修
内
容
介
護
知
識
及
び

技
術
講
習
会

◆
日
時
Ⅲ
月
ｇ
日
附

午
前
９
時
か
ら
旧
時
ま
で

◆
日
時
川
月
旧
日
出

午
後
７
時
釦
分
か
ら
９
時

＊
雨
や
曇
り
の
場
合
は
、
翌

旧
日
伺
に
変
更
。

◆
会
場
文
化
会
館
南
側
駐
車

場
福
祉
講
座
「
く
ら
し
に
活
か
す
介
護
教
室
」
を

今
回
の
観
察
は
▼
輪
が
見
え
な
い

ね
た
き
り
の
人
の
▽
介
護
の
方
法
を

星
を
見
る
会
を
開
き
ま
す

菌
き
ま
す

、声

ほくよう 二 ミ “ ﾐゞ ： ゞ亭ﾐ “ . 薑: ＝

｢北養祭｣;尉ぞ6ま寺：
Ｌ

◆
募
集
人
員
釦
人
（
小
学
生

以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

◆
募
集
期
間
旧
月
旧
日
㈲
か

ら
旧
月
訓
日
㈹
ま
で

●
申
込
み
、
問
合
せ
は
、
歴
史

民
俗
資
料
館
壷
闘
ｌ
フ
三
三
ヨ
ヘ

◆
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
募
集
人
員
釦
人

◆
参
加
料
無
料

◆
申
込
み
Ⅲ
月
訓
日
㈹
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

●
社
会
福
祉
協
議
会内

線
ヨ
三
４

県立北茨城養護学校の児童や生

徒と地域のみなさんが参加して、

「北養祭」が開かれます。

当日は楽しい催しをいっぱい用

意してみなさんのおいでをお待ち

しています。

◆日時 10月22日（日）

午前9時30分から午後2時10

分まで

◆会場県立北茨城養護学校(北
茨城市）

◆内容おみこしパレード、ふれ
あいｺﾝｻｰﾄ､模擬店､（
ザーなど。

◆その他当日は、教育相談と体

験学習も行います。

●県立北茨城養護学校壷43-2622 ,

土
星
で
す

学
び
ま
す

11月1旧(土）
～17日(金）

茨城県最低賃金が

10月1日より改定

実施されました。

1日 4,739円

1時間 593円

＊詳しくは、茨城

労働基準局賃金課

へ識029-224-6215

｢税を知る週間｣（
綱霧稻談芸税務相談会隣惑

)に相談会を開きます
§則婦人税理士無料税金相談会

●とき11月13日（月） ｜◆とき 11月15日 （水）

午前9時から午後4時I 午後1時から午後3時
◆ところ関東信越税理士会｜◆ところ水戸駅前西武デパー

日立支部会員事務所’ 卜3階バンケットホール

●問合せ関東信越税理士会日立支部(鈴木さん)盆0294-53-3030

14



三三二三
’
一
一

一
一

ホ ,・悩まず

r★市役所盆23-2111★
●子ども(小・中学生）相談

， ‐教育委員会学校教育課壷23-1135

●健康・育児相談

毎週月曜日午前9～11時／保健

センター狂24-2121

●なんでも食事相談

奇数月の第3月曜日午前10時～

午後3時／電話予約を。保健セ

ンター狂24-2121

●ことばの教室

高萩小学校狂23-4240

●心配ごと相談

毎週木曜日午後l～3時／市民セ

、 ンター/社会福祉協議会内線354

●家庭児童相談
1 『

毎週火曜日午後l～3時／市民

センター／福祉事務所内線352

●身体障害者相談員(敬称略）

椎名修…安良川a24-1314

郡司寅松…上手綱丑23-0687

鈴木康彦…石滝盆23-4316

●精神薄弱者相談員(敬称略）

沼田うた子…東本町盃22-3324

●補装具の巡回相談

10月27日圏午前9～12時／北茨

9日㈹

校校舎改築工事の

が行われました。

事に入

棟で、

ったのは普

建物の完成

年の秋ごろの予定

し陣芽烈-匡割鰯諾臘ぐ
◆日程と主な内容

1 0月21日 （土） 10月22H (日）

[大ﾎｰﾙ]10:00-紺魚れあい事業(市民吹
奏楽団の演奏、花架拳、演劇団体・バレ

エ、バンドなどの発表）

[駐車場] 10:00 フリーマーケット

＊雨天中止

文
化

[大ホール]9:00-市民フェスティバル発

表会／13:30-生涯学習講演会（講師

:松浪健四郎先生：専修大学教授)/15:30-

市民フェスティバル発表会

[会議室] 15:30-研修会「人間、長久保
今
云

1ー

鮪 鰯毛織ﾃｰﾏ鱗！…赤水の資料…“学習の紺議会稜ど‘［保健センター] 9:00-健康まつり （映像シアター、健康相談、健康教育など）
[中央公民館・市民体育館] 9:00-中央公民館まつり （学級・講座生の発表と展示

のだて

押し花・切り絵などの体験コーナー、野点、 H用品即売など）

｜ ［図書館] 13:30-市民指導者連絡協議会
10月17日(火)～10月22日（日) [歴史民俗資料館] 9:00 長久保赤水の実物資料展示

●「市民フエステイバル'95」実行委員会事務局（生涯学習課内）恋23-1131

城市心身障害者福祉センター/／

障害者手帳と印鑑の用意を。福

祉事務所内線353

精神保健相談（予約制）

11月1 ･8･15.22日の水曜日｡午

後l～2時/日立保健所(日立市

助川町2-6-15aO294-22-4188)

少年の悩みごと相談

aO29-231-0900

◆
日
時
Ⅲ
月
Ⅲ
日
出
・
旧
日

出
・
閉
日
出
午
後
１
時
釦

分
か
ら
３
時
釦
分

◆
会
場
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ

ン
ァ
イ
ス
ス
ヶ
ー
ト
場

◆
内
容
基
本
的
な
滑
り
方

◆
対
象
者
小
学
生
か
ら
一
般

９
時
釦
分
か
ら

◆
会
場
サ
ン
ス
ポ
ー
ッ
ラ
ン

ド
高
萩

◆
競
技
種
目
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
・
ク
ロ
ッ
ケ

ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ジ

◆
日
時
Ⅲ
月
旧
日
佃
午
前

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
の

だ
れ
で
も
▼
参
加
で
き
ま
す

ス
ケ
ー
ト
の
呈
本
的
な
渭

「
筆
Ｓ
回
ふ
れ
あ
い
ス
ボ
ー

開
き
ま
す

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ー

暇
蕊

◆
募
集
人
員
Ⅷ
人
（
先
着
順
）

◆
受
講
料
２
，
○
○
○
円
（
貸

靴
代
は
含
み
ま
せ
ん
）

◆
申
込
み
旧
月
剖
日
㈹
か
ら

受
講
料
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
垂
鍋
１
勺
勺
ヨ
勺

球
入
れ
な
ど

◆
対
象
者
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

◆
参
加
料
無
料
＊
参
加
者
全

員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
壷
詔
イ
ィ
コ
ィ

シ
フ
エ
ュ
ァ
イ
バ
ル
」
を

り
方
を
▼
学
び
ま
す

縦
ヤ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
・
紅
白

！

議嘩
塑
酔
臓
隠
画

鐸

訂

‘

露
の会
自員
然は
を30
素人
材･
にう
創ち
作13
太人
鼓が
に女
取性
り 。
組ふ
んる

溌
皇
息
睡
刎
詞
蔑
副
剴
擬
飼
刈

,

’
山' 「第47回市民ソフトテニス大会｣の

開催日が変更になりました。

◆資格市内に在住

男女で、毎週金

の練習に参加で

◆年会費5,000円

◆応募方法はがき

番号を明記の上

内高萩大和太鼓

◆締切り 10月31日

●(有)ハセガワ内高

毎週金

はがき

または勤務しでいる30歳までの （
写
真
は
、
「
高
齢
者
を
囲
む
三
世

で
の
演
奏
の
よ
う
す
）

曜日の午後7時30分から 9時30分

きる人。

◆開催日 11月12日(日)午前8時30分から

◆会場高浜運動広場テニスコート

◆申込期日 10月14日(士)まで

◆参加料中学生400円高校生800円一般2!000円

●体育協会ソフトテニス部丹一さん

窓23=1341

に住所と名前〈 年齢､"1職業､ :‘電話

1 ， 〒318大和町2-48(有)ハセガワ

事務局あてに郵送してください。

（火）

萩大和太鼓事務局狂22-2428

ま
す

15
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仏
合
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一

鍾厘@｡≧聖上二)、
／

;ﾉﾝ当〆たつわれさん

堅破山の山頂で、 自然の声を間＜楽しい

コンサートです。

◇とき 11月3日 （金）

◇ところ堅破山（黒坂地内）の山頂

◇内容藤家紅二カルテ､ソトの演奏

◇入場料無料

○問合せ十王町役場企画課内線232

十
王
釘

理ｱｰ〃〃

0n27H"1撫磯灘，

と7ひきのこやぎ

1ぬいぐるみ

ミマージカル

おおかみと

、…10月28日出(一般）
午前10時

◇入場料：大人1,500円こども 1,000円(全席自由）

R耐ﾙ0K肌加ハ(bnce『〃b〃，ﾘ5-ﾘ6

第8回磯原節全国大会割
り
Ⅱ
Ⅳ
職
。

談
城
黙
認
諏

馥
匪
圭
》
顧
町
嘩
一
醸
一
、
《
噌
轆
、

全国各地の第一級の民謡愛好者による磯原節の大会です。

◇とき 10月14日(土） ・ 15日（日）午前9時から

◇ところ北茨城市民体育館

◇その他 10月15日は豪華賞品が当る抽選会を行います。

○問合せ北茨城市商工観光課恐43-1111内線363

葱瓢1 1月26日佃
◇入場料:4,500円

③ワケットのお
田所書店、仲屋書

高萩インター店、

ミュニティストア

けん川上かねこ

高萩市文化会館

＊日立市民会館で

の入場券を扱って（

卜のお求めは、

第1回東海い～ものまつり 店、ヤマザキシ
レア／マート
ー／／、 I

上島名ねもと
〆l－T－、 r弓一一十一

（十土ノ 、 ロー]_L巾

よかにノレてん

日本列島北限(茨城県東海村）と南限(沖縄県読谷村)の

いもの物産と文化が大集合！

◇とき 10月28日(士） ・ 29日（日）午前10時から

◇ところ東海文化センター（東海駅から徒歩5分）

◇内容いも料理コンテスト、イモ仮装パレード．

いも掘り探検隊、子ども広場、沖縄県特産品コ

ーナーなど催し物が盛りだくさん。

○問合せ東海｜～MOのまつり運営協議会事務局

（東海村役場経済課内)aO29-282-1711内線141

ｰ

蕊
韓
潅
注
弱

は、ぬい＜"るみ

､ません。

f第21回高萩市民音楽祭｣参加者募集

申し込みは◆期日 11月23日（木）

10月31日(火)◆会場文化会館大ホール

まで ◆資格市内に居住または勤務している人で、
個人・団体は問いません。

○の数字は、掲載ページを示します。

鍵は、市役所の休みの日です。
力凋閑！

夛哩 圧…哩謹丞巽豐丞幽幽泳恥姻笠旦幽r尋珪響き
〃園鴉繕揖蕊没書這店
の配布⑫

・市民サービスコーナー

(市畷聰ﾛｶi午惜順ま山 』 』

砥輕斗三|〃 ’24特別椙談室⑭

‐

77

」

男

ー

市民サー

スコーナー

一
》

P

｜霞屍撫撚27 〆＝〃ビ 2丘
＝

みと?心きのこや謹歎;？
，東海い～ものまつミ

"""""PP P

2glR
第21回市

音楽祭参 "/'貞鱸；
あゆみ展｣～11/29⑫

、文化祭～5日

加者募集締切り⑯

市民ｻｰピｽｺｰﾅ。 P』

『 ワ

騨藩
・市民サー

ビスコーナー 7り

I醸繍雲PP
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一命壷云云毒予

／ぞぢて 4－ ユ ヲ、､､、

決代毎子這
、2 ． 〆
、蚕 ' 話〆

壹鋲 昭
和
一
五
年
、
未
成
年
の
私
は
親
に
無
断
で
願

あ
二
が

書
に
判
を
押
し
、
憧
れ
の
海
軍
軍
人
と
な
り
ま
し

た
。
入
団
後
は
厳
し
い
訓
練
の
連
日
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
待
っ
て
い
た
の
は
当
時
の
海
軍
が

誇
る
最
大
か
つ
最
高
の
装
備
を
誇
り
夢
に
ま
で
み

な
が
と

た
戦
艦
「
長
門
」
へ
の
乗
船
で
し
た
。

訓
練
航
海
を
経
て
、
翌
一
六
年
の
一
二
月
に
は
、

ハ
ワ
イ
沖
に
進
攻
。
真
珠
湾
に
向
か
う
攻
鑿
機
を

船
上
か
ら
見
送
り
、
開
戦
の
姿
を
見
つ
め
ま
し
た
。

『
長
門
」
に
乗
っ
て
最
も
大
き
い
戦
い
は
、
昭

和
一
九
年
の
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
し
た
。
こ
の
戦
い

で
は
、
『
武
蔵
』
や
『
大
鳳
」
な
ど
数
多
く
の
戦

艦
が
撃
沈
さ
れ
、
本
船
で
も
五
二
人
の
乗
員
が
戦

死
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
目
の

前
で
戦
友
が
死
ん
で
い
く
、
負
傷
し
て
も
手
当
て

が
で
き
ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

こ
れ
は
ま
さ
に
地
獄
絵
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

稿
し
年０

た
の
繩

寄
わ
戦

G

＝4＝一と 箔､､ ﾆ ●’ﾆ一望二一一

忙しい子どもたち

青少年相談員
さだゆき

神長貞之さん（上手綱）
あさとし『

こ浅利さん
(大和町）

大平

子どもたちは、忙しいようです。

塾が、週に四日ある子や、一日に

二つ掛け持ちの子もあるとか。競

争社会で勝つためには、学校だけ

では安心できないのでしょうか。

もし、子どもは塾を望まず、ただ

塾に行かせておけば勉強するとの

親の思惑であるなら、一考を要し

ます。

子どもが、 自主的に塾に通い目

的意識を持って学ぶのではなく、

受け身でいる限りあまり実力はつ

きません。しかし、塾の先生は、

研究をされてやる気が起こるよう

に仕向けています。いずれにして

も子どもにやる気を起こさせるこ

とが先決で、 これは学校の先生や

各家庭にとっても大きな課題でし

ょう。塾に行かないと遊び友達が

いないという話もありますが、私

は、過密なスケジュールでの塾通

いは、子どもの健全な発育を疎外

すると心配している一人です。

かつて教職にあり、受け持った

生徒に優秀な二人がいて、互いに

トップを争っていました。Aは復

習を主として約4時間、 Bは予習

を主として約2時間、毎日勉強し

ていました｡BはAの2分の1の

時間なのに同じ学力を保っていま

した。予習により授業に臨むにあ

こ
の
時
ほ
ど
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
た
時
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
「
日
本
は
負
け
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
漠
然
と
思
っ
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
い
の
後
、
「
長
門
」
は
横
須
賀
港
に
傷

つ
い
た
姿
の
ま
ま
係
留
さ
れ
、
小
さ
な
輸
送
船
に

乗
り
換
え
て
い
る
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

’
六
歳
か
ら
二
○
歳
ま
で
青
春
の
真
っ
た
だ
中

を
、
私
は
『
長
門
」
で
過
ご
し
ま
し
た
。
五
○
年

前
の
そ
ん
な
自
分
を
思
い
出
す
た
び
に
、
こ
の
平

和
な
社
会
の
あ
り
が

た
さ
を
つ
く
づ
く
か

み
し
め
て
い
ま
す
。

戦
争
で
命
を
捧
げ

世
界
平
和
の
捨
て
石

と
な
っ
た
戦
友
の
御

霊
が
、
と
こ
し
え
に

安
ら
か
な
ら
ん
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

し。躯はノｊ舞鶴纒錨ね

門
に
の
、
機
え

長
年
鋭
釦
総
数

卿
函
謁
葺
で
匪

戦
大
た
全
、
駝
叉

／

’

ー

高
萩
市
青
少
年
七

’

ン
タ
ー
恋
㈱
１
１

．
「
刃

匡
一
二

丁
」
二

国民笙全里I
、

二

老後は、年金に基金も加えましょう

…
同
一
業
種
ご
と
に
構
成

◎
加
入
で
き
な
い
人
。

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
（
第
一

号
被
保
険
者
）
で
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
免

除
を
受
け
て
い
る
人
。

成
元
年
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

◎
基
金
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
り
、

図
る
す
る
た
め
、

老
日
本
は
、
他
の
先
進
国
に
見
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
速
さ
で
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す詞

、

①
地
域
型
国
民
年
金
基
金

…
各
県
単
位
に
構
成

②
職
域
型
国
民
年
金
基
金

後
の
生
活
設
計
を
確
実
な
も
の
と

い
ず
れ
か
に
加
入
す
る
こ
と

公
的
な
年
金
制
度
と
し
て
、

たって問題意識をもって学習する

ことができ、効果的だと思われま

す。学校で全てを理解できるよう

な勉強方法を工夫すべきです。で

も、たくさん宿題を出すことは、

子どもの自主的な学習を妨げるの

で一考を要すると思います。

基
礎
年
金
の
上
積
み
を

ー.こ

の
国
民
年
金
基
金
はド

◎加入型

擁言研~宛 1口目

(強制加入）

65～80歳までの保証付き

保証はないが掛け金が安い

65～80歳までの保証付き

保証はないが掛け金が安い

理
理
一
理
一
理

月々3万円と年1回

のボーナスを支給。

1口につき1万円と年

1回のボーナスが支給

1

竺墓喜妻 綴
2口目

(自由加入）

夢戸

*社会福祉協議会へ

丹しつさん（取手市・3()(),000円）
例…夫婦ともに35歳のときに、 1口目はA型、 2口目をA型に3

口加入した場合（平成7年の単価)。

＊月々の掛け金は、夫婦で56,4()0円になります。

有明町ふれあい祭り実行委員会

15,000円

・山之内製薬㈱労働組合53,620円

･小野正好さん（赤浜・ 100,000円）

･高堀一雄さん（島名・ 100,000円）

*松岡中学校へ
‘ももじ

て
い
土
手

｜基礎年金11,70011+1口月AM8,250円+(2口目A型2,750円x3口)| x2A=56,

＊老後の受給額は、 250,000円になり、厚生年金の平均的な

400円

受給

人＝額になりますく (基礎年金約65,000円十基金60,000円）×2

250,()()()円 （

，松本百司さん(ﾆｭｰﾖｰｸﾎ'*m1 ,鴬）

あ…う
保険年金課 内線232恋23-2111
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のご》正話三J■JJ ？■題℃･●。
親子で枝豆刈り

さらなる交流と再会を瓶 「お月見に枝豆をどうぞ」と、松岡地区の

田に栽培された枝豆50アール分が販売されま

した。長さ1メートルのひも1本500円を購

入して、好きなだけ結わえられるため、市外

からも親子連れなどが訪れていました。同地

区では、あと2年間、枝豆を作る予定なので、

「来年もぜひ来てほしい」 と話していまし

た。 9月9日出～10日旧）

董雲

、北関東新潟地区の勤労青少年約180人が集まって、

勤労青少年ジャンボリー大会兼スポーツ交流会が、高

萩市を会場に開かれました｡ウォークラリーやボウリ

ングで汗を流し、夕食は若者|司志の楽しい交流会で盛

りあがり、今後のさらなる交流と再会を約束して2日

間が終わりました。 9月9日出～10日(日）

’

ー

円
購

高

笙

．
市
民
ワ

一L

全国大会で沼田さんと下山田さんが活躍

ニ
区
一
同
喋
穴
形
明
月
に
畳
囿
に

閏

県代表の沼田:さ

機械操作の技術と正確な耕うん技能が評価され、

奨励賞に輝きました。

また、下山田さんが、大型農業機械などの技術

指導や後輩の育成に努めて

一
一
／
ぐ
、
団
ｊ

ｆ
ｊ
ヘ
ヘ

ー
＊
生
涯
学
習
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
す
べ
て
の
み
な
さ

同大会で全国農業機械

し

富
嚴
蘆
豊
番
医
草
慣

、

｢防犯灯の設置には、市から

2分の1の補助金が出るんですか」

⑳ 一一
魁

環境 7への思いやり

匡
譽
専
蘆
［
三
に
Ｅ

畷｜防犯
一
一
一 灯の設置と維持管理｜はい。常会や町内会など

で防犯灯を設置する場合は、その工事費の2分の1を市で補助し

ます。この申請は、財政課で手続きを取ってください。 また、

地域の社会福祉協議会の支部が、防犯灯を設置する場合も工事費

の2分の1を市で補助します。支部で設置する場合は、社会福祉

協議会事務局を経由して財政課へ申請することになります。ただ

し、設置後の電気代や修理費などの維持管理費は、設置した団体

などが負担することになります。

ー

、

l ､、/1

（
本
町
）
、
｜
｜
Ｆ
ｒ

弱
く
）

＊詳しくは、財政課（盆23-2111内線302) 、 または社会福祉協議会事
務局（盃23-2111内線354）へ。鯵
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■第16回高萩市民テニス大会

ところ高萩市営テニスコート

結果 〈ダブルス〉…8月20日（日）

<シングルス＞…8月26日(土)、 27日（日）
八溝山頂までの71kmを12人で走破

高萩健志会（代表佐藤良平さん）では、高萩市役

所を出発し、国道461号線を通って本県最高峰の八

溝山（標高1,022m) までの71キロメートルを12人

がタスキをつないで走破しました。同会は、健康づ

くりを目的に20年前に結成され、市内のジョギング

クラブとしては草分け的存在です。…9月2日仕）
ー

O

たる典でちぜ一生とたの表運な は あ
いもを 、市ひ歩涯も りみ 、営り今私 な
での実二氏 、で学祓す議峻す 、年た ＄すにりのの私す習派るさ示る参のち ÷
ねしあ祭手た ･のなこんな持加フに 且

のどち団エと つ
O

蕊
各種の体験コーナーが用意されています。 差
ぜひ、みなさんでどうぞ。 ･ ･･写真は、昨年 占

些
のくみひもコーナーから。

で

す
。

、

■第28回高萩市ママさんバレーボール大会

と き 9月3日（日）

ところ市民体育館

結果優勝東チーム

準優勝島名チーム

第3位高浜Aチーム

〃 高萩Aチーム

●
、
ノ
ノ

● l ／／ ／己／■■■

／
弐
一

〆
い
し
↑

I

_湿墓 手 嘘 一
一一

一

主
小
へ
通
事
故
に
よ
る
痛
々
し
い
姿
の
人
が
、

高
萩
警
察
署
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
二
市
一

町
の
昨
年
中
の
事
故
件
数
は
四
七
四
件
。

内
一
四
四
人
が
市
民
の
起
こ
し
た
事
故
で
、

そ
の
半
分
が
自
動
車
同
士
の
追
突
と
出
会

い
頭
の
事
故
で
す
。
ち
ょ
っ
と
の
油
断
や

緩
み
が
、
大
き
な
代
償
と
悲
劇
を
生
ん
で

い
ま
す
。
ヒ
ロ

む
そ
幸
う

曲
万
蒼
塾
に
よ
る
市
内
の
飲
食
店
調
査
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
調
査
す
べ
き
数
は
約

二
五
○
軒
で
、
こ
れ
を
一
○
数
人
の
塾
生

が
一
軒
ず
つ
丹
念
に
調
べ
上
げ
ま
す
。
こ

の
う
ち
の
約
一
○
○
軒
は
、
ス
ナ
ッ
ク
や

居
酒
屋
な
ど
酒
に
ま
つ
わ
る
お
店
。
調
べ

歩
い
て
い
る
う
ち
に
酔
い
が
回
り
そ
う
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
茂
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優勝

準優勝

第3位

男子Aクラス

阿部・小長谷組

大友。後藤組

大谷・小池組

坂本・伊藤組

男子Bクラス

益子・漁渕組

的場・荒組

小野・大津組

永井・鈴木組

女 子

阿部・藤原組

小沢・谷岡組

大内・浅見組

坂井・武田組

弓～

～

優勝

準優勝

第3位

男子Aクラス

綿引伸司

山下 修

石川隆弘

富山重男

男子Bクラス

山村哲也

菅野 孝

山田中男

吉垣俊郎

女 子

坂井せい子

武田かづ江

阿部洋子

戸張由美子
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撮影：菊地一六二さん(舂日町）

この烏は、木のてつぺんに止ま

るのと、近づいても逃げないの

で、撮影しやすいです。

■平成6年1 1月23日、高戸で撮影

秋を告げる高鳴き

モズ

（留鳥）

琴
暮
酪
坐
誌
箪
署
」
浄
謨
碧
財
帝
監
唾
茜
叫
睡
諄
岳
認
鐸
閥
』
娠
荘
噸
抵
碑
膣
塘
剰

黒いサングラスに茶色の帽子、

グレーのマントにスマートな長

い尾は、ギャングのような姿を

しています。習性も荒々しく、
もうさん

小さな猛禽と言われるように、

かぎ形のくちばしで、昆虫やカ

エル、 トカゲ、小魚、時には小

鳥などを食べます。また、捕ら

えた獲物を木のとげに刺してお

く 「モズのはやにえ」という習

性もあります。

市内では、林や農耕地などの

開けたところで1年中見られ、

繁殖もしています。普段はあま

り目につきませんが、 9月初め

になると、キイキイと高い木の

こずえに止まってけたたましく

鳴き、モズがいることと、秋が

来たことを教えてくれます。こ

のことを「モズの高鳴き」 と

言って、昔から多くの人々に知

られてきました。

文：矢吹勉さん（石滝）

星 望

ー

」~－－皇琶』竺占＝

掃き清め花を添えてお参りを

-一因鬮關開……率蓉無坤卍鈎創 出野錘…

／ 、

11月
旦の日曜当番医ですノ

藍蔵午前9時~午後

遺
族
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
恒

久
平
和
を
祈
り
ま
す
。

慰
霊
の
碑
は
、
戦
争
の
犠
牲

に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
慰
め
、

か
つ
平
和
を
祈
念
し
て
昭
和
三

八
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
以

来
、
子
を
し
の
び
親
が
お
参
り

を
、
今
は
遺
族
会
の
婦
人
部
員

で
あ
り
妻
や
姉
妹
で
あ
る
み
な

さ
ん
が
、
毎
月
一
日
と
一
五
日

に
訪
れ
て
い
ま
す
。
’
○
月
一

二
日
附
の
戦
没
者
追
悼
式
で
は
、

15日には、市からの花も供え

られています。

燕 轌4 f鋪 噌争…
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5日

12日

19日

26日

内田医院

飯島医院

十王医院

樋渡医院

石医院

大和町念22-2137
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２
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２
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２
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２
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恋
丑

町
町

和
王

大
十

大和町盆22-2202

東本町盗23-1711


